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安心･安全破壊のタクシー規制緩和を見直せ！
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　3月3日、自交総連の主催による「06春闘勝利3・3中央行動」が開かれました。｢安心･安全は会の規制緩和を見直せ！　変えようルールなき競争と格差社会　タクシー運転免許の実現｣を掲げた日比谷野外音楽堂での集会には関東を中心に2500人の自交総連の組合員が結集。交運共闘の仲間とともに、全労連｢もうひとつの日本｣闘争本部も支援･連帯して事務局メンバーが参加。東京春闘共闘、医労連、建交労、国公労連、全教、郵産労、特殊法人労連、公務労組連絡会も参加しました。
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120万筆の署名積み上げ国会行動
春闘と結合して増税･医療改悪、国民投票法案･教基法改悪法案上程を阻止しよう
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【決意表明する山口｢もうひとつの日本｣闘争本部専従役員】
【全日本建設交運一般労働組合】

｢もうひとつの日本をつくる闘争カンパ｣を呼びかけ

　建交労は、第7回中央委員会で｢もうひとつの日本をつくる闘争カンパ｣のとりくみを決定。06年春闘は、小泉「改革」を阻止する正念場のたたかいとなるとし、今必要なのは、誰もが安心して働ける、病気になっても心配がないなど｢もうひとつの日本をつくる｣運動だとよびかけています。
　｢カンパ｣では、組合員一人1000円の目標を掲げ、未加入者や他労組、経営者や管理職などにも積極的に協力を呼びかけ、総額3000万円の確保を提起しています。この｢カンパ｣は、中央･地方での諸行動に組合員が結集するための資金として活用するとともに、 ｢もうひとつの日本｣闘争本部へのカンパにあてるとしています。
















※※　｢もうひとつの日本｣闘争本部事務局の直通電話が開通　※※


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５８４　　　　　２　　　　　　　９　３　　　　　３　　　　　９


０３－５８４２－９３３９(癒しの日本へ組合サンキュウ)





　衆議院での予算審議が大詰めを迎えた3月1日、国民大運動実行委員会は定例の国会行動を実施。衆議院の議員面会所には全国から260人が結集し、医療以下悪反対や憲法改悪反対の署名120万筆が積み上げられました。


　日本共産党の紙智子参院議員と吉井英勝衆院議員が国会報告。メール問題をめぐって混乱している状況にも触れつつ、｢四点セットで明らかになった小泉構造改革の破綻を塗りつぶさせてはならない｣｢皆さんの運動と連携して国会での追及を強める｣と述べました。


　全労連からは国分副議長と｢もうひとつの日本｣闘争本部の山口専従事務局員が決意表明。山口さんは、「息子は焼肉屋の店長だが、アメリカ産牛肉問題で店はガラガラ」と身振り手振りで笑いを誘い、｢小さな政府は、大きな国民負担だ｣「安心･安全で住み続けられる地域をめざして、キャラバンでアピールしていく」と訴えました。








全労連と｢もうひとつの日本｣闘争本部を代表して熊谷議長が、「市場原理主義による規制緩和が今日のタクシーの状況を作り、労働者、国民の貧困と格差を拡大してきた」｢働くものを足蹴にし、働くものが希望の持てない社会に未来はない｣とともにたたかう決意をこめてあいさつしました。


　集会後は、銀座を通って東京駅までデモ行進しました。
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